
町
長
室
か
ら　
　

梅  

田　

  

穰

　

　

桜
、
菜
の
花
、
モ
ク

レ
ン
等
の
春
の
花
が
咲
き
誇
る
春
爛

漫
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
の
勢
い
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
中
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
と
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て

い
ま
す
。
４
月
１
日
現
在
、
世
界
中

で
感
染
者
88
万
人
、
死
者
４
万
人
を

超
え
、
日
本
で
も
感
染
者
３
千
２
百

人
、
死
者
80
人
、
県
内
で
も
感
染
者

が
15
人
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
感
染

防
止
策
と
し
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、

町
防
災
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
伝
え
し
て
い
る
３
つ
の
「
密
」（
①

密
閉
空
間
②
密
集
場
所
③
密
接
場
所
）

を
避
け
る
行
動
を
徹
底
し
、
手
洗
い
、

う
が
い
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
感
染

防
止
対
策
を
町
民
一
人
ひ
と
り
が
実

行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

　

外
出
自
粛
要
請
や
学
校
休
校
、
イ

ベ
ン
ト
の
延
期
・
中
止
等
は
、
町
は

も
と
よ
り
、
県
内
・
国
内
・
世
界
中

の
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
今
後
、
こ
の
影
響
が
増

大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
実
態
を
早
急
に
把
握
し
、

国
・
県
の
施
策
と
連
携
し
て
、
対
策

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
未
だ
終
わ
り

の
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
我
々
人
類
は
多
く

の
感
染
症
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
近
い
将

来
、
収
束
に
向
か
う
こ
と
を
信
じ
て
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
31
日
に
、
役
場
の
定
年
退
職

者
、
早
期
退
職
者
を
含
め
た
12
名
に

辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。
長
い
間
、

蘇
陽
町
・
清
和
村
・
矢
部
町
そ
し
て

合
併
後
の
山
都
町
に
奉
職
い
た
だ
き
、

現
在
の
山
都
町
の
礎
を
築
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。
今
後
と
も
後
進
の

指
導
や
地
域
の
中
で
の
御
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
は
期
待
と
希
望
を
胸

に
抱
い
た
11
名
の
新
入
職
員
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
職
員
の
異
動
を
行
い

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
に
伴

う
若
干
の
組
織
の
変
更
を
含
め
、
新

し
い
体
制
の
中
で
本
年
度
の
事
業
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
経

済
活
動
の
大
き
な
沈
滞
も
予
想
さ
れ

る
中
、
状
況
次
第
で
は
大
胆
な
施
策

の
実
施
や
大
き
く
政
策
を
見
直
す
こ

と
も
想
定
し
な
が
ら
、
町
政
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

山都町教育委員及び山都町固定資産
評価審査委員会委員を紹介します

九州中央自動車道「蘇陽～五ヶ瀬東」
令和２年度新規事業化決定！

　令和２年第１回山都町議会定例会（３月）にて任命及び
選任の同意がなされた山都町教育委員及び山都町固定資産
評価審査委員会委員をご紹介します（いずれも再任）。

山都町教育委員
栗屋 美加 氏（写真中央）
任期：令和 2年 3月 26日から
　　　令和 6年 3月 25日まで
　教育環境の向上など教育施策等の
諸課題を協議していただきます。

山都町固定資産評価審査委員会　委員
　固定資産課税台帳に登録された価格に係る不服申出が
あった際に、審査いただきます。
上野 善宏 氏（写真右）
片岡 教行 氏
（写真右から 2人目）
後藤 冠 氏（写真左）
任期：令和 2年 4月 1日から
　　　令和5年3月31日まで

　九州の横軸を繋ぐ九州中央自動車
道の「蘇陽～五ヶ瀬東」間が、令和
２年度の新規事業箇所として決定さ
れました。
　今後、沿線地域の発展に大きく寄
与する道路として期待されます。
　新規事業化を住民の方や観光客に
広く周知するため、役場本庁舎、各
支所及び馬見原公民館前に懸垂幕を
設置いたしました。
　今後も、関係
各団体と協力し
九州中央自動車
道の全線開通に
向け全力で取り
組んでいきます。

新規事業化を祝う
懸垂幕
（馬見原公民館前）

親元就農や新規就農者を応援します！ ～山都町農業後継者就農交付金～
○令和元年度の農業後継者就農交付金の交付式を行いました
　令和元年度分の山都町農業後継者就農交付金の第 1回交付式を令和元年 12月 20日に、第 2回交付
式を 2月 26日に行い、第 1回では 8名に、第 2回では 3名の合計 11名の方に交付しました。
　交付式では就農者の方一人一人に、現
在作っている品種・作付け面積などの経
営内容や、これからの展望・目標や想い
などを発表してもらいました。また梅田
町長からも「若い力で山都町の農業を盛
り上げていって欲しい」と激励の言葉が
贈られました。

○令和 2年度の農業後継者就農交付金の募集を行います

交付金の概要
　山都町において、農業後継者が親元で就農する場合、または新規参入者が新たに農業経営を開始
する場合、就農時１回に限り 50万円（夫婦及び兄弟で就農の場合は 70万円）を交付します。

対　象　者 　次のすべての項目に該当すること
□　山都町に住民票があること
□　就農日における年齢が 45歳未満であること
□　農業後継者（継承予定者）または農業経営者
□　平成 29年４月以降に就農した者
□　国が行う『農業次世代人材投資資金（経営開始型）』の未交付者

交　付　要　件 　次のすべての項目に該当すること
□　認定新規就農者または認定農業者（共同申請を含む）であること
※認定農業者（共同申請）とは家族農業経営に携わる世帯員が経営方針や役割
分担などを取り決める「家族経営協定」に基づき、認定農業者の申請を経営
のパートナーとして共同でおこなうこと。

□　税申告が青色申告の経営体であること
□　町税等の滞納がない経営体であること
□　交付後、３年度間は農業に従事すること

交　付　額 　・就農時１回に限り 50万円を一括交付
　・夫婦や兄弟で就農の場合は 70万円を一括交付
　　※１経営体あたりの上限は 70万円

申込期限（令和 2年度交付分）　令和 2年 7月 31日
　　役場農林振興課または各支所農林建設水道係にお申し込みください。
　　（申込後、申請書をお渡しします）

問合せ先　　農林振興課　農政係　　　　　☎ 72-1136　　FAX：72-1080
　　　　　　清和支所　　農林建設水道係　☎ 82-2114　　FAX：82-2116
　　　　　　蘇陽支所　　農林建設水道係　☎ 83-1114　　FAX：83-0549

第１回交付式（１名欠席） 第２回交付式
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